
地域リハビリテーションケース会議 特別セミナー 

日 時：平成28年12月6日（火）18：30～20：40 

場 所：ウェルとばた 中ホール      参加者：２２５名 

○ 行政情報提供                             ・・・２Ｐ 

「認知症支援・介護予防センター（アシスト21・ひまわりセンター）の取組み」について 

  保健福祉局認知症支援・介護予防センター 認知症対策推進係長  猪原 弘行 氏 

○ 講演 

（１）「カフェ・オレンジ（認知症カフェ）の紹介と地域展開」        ・・・１５Ｐ 

認知症・草の根ネットワーク理事   田代 久美枝 氏 

（２）「これからの地域リハビリテーションの展開 ～定義見直しを含めて～」 ・・・１６Ｐ 

    医療法人共和会 小倉リハビリテーション病院名誉院長  浜村 明徳 氏 

   （介護老人保健施設 伸寿苑施設長、日本リハビリテーション病院・施設協会名誉会長） 

○ 対談                                 ・・・２７Ｐ 

「認知症の方を支える地域づくりと地域リハビリテーション」  

田代 久美枝 氏 × 浜村 明徳 氏 

（司会進行）九州栄養福祉大学 小倉南区キャンパス副学長 橋元 隆 氏 

○ 参加者アンケート結果                         ・・・２９Ｐ 

その人らしい暮らしを支援する 

～認知症支援に着目して～
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地域リハビリテーションケース会議 特別セミナー

「カフェ・オレンジ（認知症カフェ）の紹介と地域展開」 

認知症・草の根ネットワーク   田代 久美枝

【はじめに】なぜ認知症カフェが必要か？                 

 「カフェ・オレンジ」の立ち上げから今日まで。           

【カフェ・オレンジの目的と基本姿勢】 

○ カフェ・オレンジは 

 ①拠点認知症カフェとしてモデルケースを作ること 

  ②人材育成 

  ③地域に還元すること。地域の認知症カフェ（サロン）の支援をする。 

  ④認知症本人が生きがいを持って参加できる取り組みを作ること。  

 を目的としている。（２８年度） 

○ さらに、認知症支援・介護予防センター運営に関する６者連携協働協定をおこなっているこ

とから、「さまざまな連携」を模索実行することが基本となる。          

【取組の概要】

・２８年４月よりカフェ運営のボランティア育成のため「カフェ・マスター養成講座」をおこな

い、９月まで３回の講座を実施した。（ほかにステップアップ講座を開催中・・資料参考）

・現在７９名のマスターが１日４名有償ボランティアとして活躍中。(４時間千円）

・健康づくり推進員、地域組織、介護事業所、ボランティアグループ、など様々な連携の中で、

研修・見学の利用も大変多い状況である。また、他市からの見学も多い。なかでもマスターさ

んのクチコミが地域に広げる広報力として大きな力となっている。

・個人で来店される方もじょじょに増えている。

 認知症に限らず、うつの方、病気をされた方、子ども、引きこもりのかた、さまざまな方が来

られる。マスターさんが話し相手をするなかでリピーターも増えているようである。

・様々な人が出入りし、つながっていくなかで、いかに出会う「場」を持つことが大事か、人は

語ることによってなにかをのりこえていけると感じているが、また同時に多くの空白にも気づ

かされた。知識の空白、絶望の空白期、「口」はあっても「手」の空白、人生最後の空白･･等

・SOS ネットワーク構築と模擬訓練の支援。SOS 交流会とオレンジカフェ交流会の実施。

【取組の中で見えた課題】 

・１１月より地域のサロン調査という名目でカフェの地域展開をさぐる予定。 

・まだ本当に必要な人にカフェの情報が届いていない。広報をどうするか。 

・７０代を中心としたマスターさんの意欲には頭が下がる思いがする。 

２９年２月には第４期の研修を設ける。もう少し若い世代をどう引き出すか、課題である。 

・現在カフェをフィールドとして研究をしている学生が２名いる。今後とも大学等の育成機関と

の連携を深める必要がある。 

・現場としての介護事業所との連携を深める必要がある。 

・カフェは「入り口の入り口」として機能しつつあるが、つないだ先の専門のところとの連携の

ありかたを確認する必要がある。
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地域リハビリテーションケース会議「特別セミナー」  

 「認知症の方を支える地域づくりと地域リハビリテーション」  

田代 久美枝 氏 × 浜村 明徳 氏 

（司会進行）九州栄養福祉大学 小倉南区キャンパス副学長 橋元 隆 氏 

（参加者も交えた対談の要旨） 

 ○正しい知識の重要性 

具体的なケースで、一緒に住んでいない家族が、電話で母親が「大丈夫」と言っている

から問題ないと思っていたが、近所からの苦情があって北九州に引き取ることになった。

その時になって初めて同じものを購入していたり、賞味期限切れの食品が冷蔵庫から多く

出てきたり等で、事態の深刻さに気づく。遠方にいた家族は、急激に認知症が進み、どう

対応すれば良いかと戸惑うのだが、認知機能は徐々に低下するので、予備知識を持って支

えられていたら良かったのに、と思う。 

この方が慣れない環境で行方不明になった。サポーターの協力を得て公園で見つけたが、

近所の人には母親を引き取ったことを伝えていなかった。また、本人が「帰る」と繰り返

す→家族は対応が分からず怒る→居場所がなくなり不穏になるという様な悪循環をたどる

こととなった。認知症の正しい知識を持つこと、応援する側もされる側も「お互いさま」

の精神で支えあうことが、様々な「空白」を埋め、最期まで自分らしく生きることの支援

に繋がると思う。 

 ○地域包括ケアを支えるリハビリ支援拠点について 

リハの職能団体では介護予防推進リーダーを養成する等、地域包括ケアに向けた取組み

が始まっている。現在、福岡県から委託されている介護予防センターの活動が、３月にマ

ニュアルとして示され、市町村等に配布されると聞いているので参考にして欲しい。 

他県では人口50～60万人に一ヶ所程度の広域リハ支援センターがあり、その下で協力機

関（地域の医療機関、サポートセンターの呼称もあり）が機能しているようだ。個人的に

は、２～３ヶ所の地域包括支援センター圏域（中学校区）を（仮称）「在宅リハビリ支援セ

ンター」が応援するというシステムを提案したいと考えている。 

○個別性に応じたケアと地域包括ケアの両輪で 

その人らしさや障害の状況に合わせた“パーソン･センタード･ケア”（認知症を持つ人を

一人の“人”として尊重し、その人の視点や立場に立って理解してケアを行う認知症ケア

の考え方の一つ）と、地域全体で支えるという両輪が必要である。これまでもリハビリは

個別性を大事にしてきたところで、全てに上手く対応できた訳ではないが、今後も目標と

すべきことに変わりない。 

一方、これまでは手が届かなかった部分で、周囲の人がジャンルを越えて連携できるシ

ステムを作り、地域全体で支えることにも着手する時代になってきた。 

個人だけでなく機関（事業所）としてもどのように地域住民を支えていくか、皆で知恵

を絞っていきたい課題である。 

【対談】
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○女性パワーの活用が、地域活性化の鍵 

認知症カフェの展開で「誰が中心となるのか？」は常に課題である。地域で動ける資源

は限られているが、女性（おばちゃん）の力がキーになると期待したい。仕事以外の関係

で適当な距離の人づき合いや、会話の中で相手の気持ちを推察すること等に長けていると

感じる。 

本日参加の若い方にも、できる時間に地域の一員として参画して欲しい。すぐに地域が

受容れてくれるとは限らないが、ここでもおばちゃんパワーが有効に使えるのではないか

と思う。 

 ○災害まで想定した地域リハビリテーション活動指針 

   見直された地域リハ概念では、災害時を想定したリハビリの活動指針も示されている。

基本的には避難されている方の生活機能を落とさない関わりが重要である。高齢者の場合、

１週間で生活不活発による廃用症候群を起こすため、早期から介護予防体操やソーシャル

ワークによる介入が必要であろう。 

それらの活動を継続して行うためにはチーム対応、全国ネットワークの充実が欠かせな

いことが明らかであり、地域リハビリテーションの基本的な考え方を凝縮したものとなる

であろう。 

○「その人らしさ」とは 

  ①記憶を失っていても「生きてきた証」を感じ取り、追求すること。②私たち自身の問

題として、人との関係や周りとの繋がりを大事にする生き方 ③本人が望むことを察知し、

本人が表出できなくても最大限に推察して、ケアやリハビリのあり方等を考えていくこと 

で追求できるのではないだろうか。 
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地域リハビリテーションケース会議特別セミナー参加者アンケート集計結果 

日 時：平成２８年１２月６日（火）18:30～20:30  場 所：ウェルとばた 中ホール  

参加者：２２５名   回答者：１５１名（回収率：６７．１％） 

(参加者属性) 職種別 

職  種 人数（人） 割合 

医師 ５人 ２．２％

歯科医師 ３人 １．３％

保健師 ２人 ０．９％

看護師・看護職 １１人 ４．９％

理学療法士 ８７人 ３８．７％

作業療法士 ４８人 ２１．３％

言語聴覚士 ６人 ２．７％

ソーシャルワーカー・相談員等 １７人 ７．６％

ケアマネジャー ２１人 ９．３％

介護福祉士・介護職 ９人 ４．０％

歯科衛生士 ２人 ０．９％

事務職 ７人 ３．１％

その他 ７人 ３．１％

計 ２２５人 １００％

（アンケート結果）問１ 所属機関              （重複回答あり） 

人数（人） 割合 

病院・診療所 ８２人 ５２．９％

歯科診療所 ２人 １．３％

介護保険施設等 １５人 ９．７％

介護老人保健施設 １０人 ６．５％

介護老人福祉施設 １人 ０．６％

不明 ４人 ２．６％

在宅サービス事業所 ５２人 ３３．５％

居宅介護支援 １０人 ６．５％

訪問看護 ２人 １．３％

訪問リハ ５人 ３．２％

通所リハ １１人 ７．１％

通所介護 ４人 ２．６％

その他、不明 ２０人 １２．９％

統括・地域包括支援センター １人 ０．６％

行政、その他 ３人 １．９％

平成２８年１２月

保健福祉局地域リハビリテーション推進課
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問２ 本日の地域リハケース会議特別セミナーはいかがでしたか？ 

                          （N＝151 人） 

人数 割合 

参考になった １２０人 ７９．５％ 

普通 １９人 １２．６％ 

参考にならなかった ０人 ０％ 

回答なし １２人  ７．９％ 

（一番印象に残った点） 

・ カフェ・オレンジの活動、課題について話が聞けたこと。 28 

・ 地域リハの定義や今後の展開 14 

・ 北九州市の取組み 9 

・ 対談（専門職がどう動けば地域包括ケアになれるのか？という点など） 8 

・ 地域の力の増強や地域住民の協力の重要性 6 

・ 認知症カフェの取組みなど、地域での展開がわかったこと 6 

・ 支援や知識の「空白」についての話を聞き、やるべきことが、まだまだあると気付か

された。 
5 

・ 災害時のリハビリテーション 3 

・ その人らしいケアのあり方 3 

・ 「居場所づくり」の意義を再度認識した 2 

・ 多職種連携や地域住民との連携の大切さに改めて気づいた 1 

・ まずは地域住民として、積極的に参加することが必要ということ 1 

・ サロンがどのようなものなのか、在宅に関わっている OT がどの様にすれば役に立てる

のか、もっと知りたい 
1 

・ 地域リハの重要性が理解できた 1 

    ｅｔｃ 

問３ 地域リハビリテーションケース会議に参加する目的は何ですか？（複数回答） 

 （その他）・国の動向、行政の動きが理解できる。 

・今後の方向性について、情報収集できる。 

・地域の認知症の方の現状が知りたかったから。 

人数 割合 

情報整理の方法が学べる ２３人 １５．２％

他職種の意見が聞ける ７３人 ４８．３％

連携の仕方が学べる ４９人 ３２．５％

社会資源情報について学べる ７６人 ５０．３％

他機関の取り組みが学べる ７９人 ５２．３％
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問４ 日常の業務において、所属施設以外の他職種、他機関との連携はとれていると思いますか？ 

人数 割合 

思う ７６人 ５０．３％

あまり思わない ６１人 ４０．４％

思わない ７人 ４．６％

回答なし ７人 ４．６％

（その理由） 

・ 交流する機会が少ない 10 

・ 一応は情報交換を文面でしていても、情報が足りないと感じる 7 

・ お互いの情報共有まで至ってない（一方通行と感じる）から 6 

・ 業務に追われて時間がない 5 

・ 取れている場合と取れていない場合で偏りがあるから 4 

・ 
連携の方法が確立されていないから（個別性を大切にしつつ、マニュアル整

備があれば、もう少し効率的な連携が進むと思う） 
4 

・ 地域との連携まで至ってないから 2 

問５ 本日の講演を聴いて「地域包括ケアシステム」への関わり方についてイメージできました

か？ 

人数 割合 

概念を理解して、職場や個人が関わる内容をイメージできる ３０人 １９．９％ 

関心があり、出来ることを考えたい ７５人 ４９．７％ 

概念は理解できるが、具体的な行動まではイメージできない ４４人 ２９．１％ 

概念の理解が曖昧で、関わりがイメージできない ２人 １．３％ 

問６ 今後も地域リハビリテーションケース会議に参加したいと思いますか？ 

人数 割合 

参加したい １３３人 ８８．１％ 

わからない １５人 ９．９％ 

思わない ０人    ０％ 

回答なし ３人 ２．０％ 

問７ 今後どのような事例を取り上げて欲しいですか？（上位３つまで）

（その他）通所リハからの卒業、地域の取組み事例、呼吸器疾患の事例、

「連携」のあり方を協議する場、施設サービスの現状・・など

人数 割合 

障害者・難病患者の在宅支援事例 ６７人 ４４．４％

終末期患者の在宅支援事例 ６２人 ４１．１％

福祉用具・住宅改修の活用事例 ５２人 ３４．４％

施設での取り組み事例 ５５人 ３６．４％

インフォーマルサービスの利用事例 ７７人 ５１．０％
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